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はじめに

• 自己病名は、？？？

小平朋江（看護学）

いとうたけひこ（心理学）

• 2008年から闘病記･手記･当事者研究の研究に取り組む。

幻覚妄想大会で知られる「べてるまつり」など、精神障害
をもつ人たちが語りを公開する場に参加し、リカバリーの
語りを聞いています。

• 2016年から『こころの元気＋』を研究しています。

• 当事者が多様に表現するリカバリーについて考えたい。2



『Ｎ：ナラティヴとケア』第9号
2018年1月30日発行遠見書房
やまだようこ編

特集：ビジュアル・ナラティヴー視覚イメージで語る

小平朋江・丹羽大輔・いとうたけひこ

メンタルヘルスマガジンの表紙になる

：精神障がい者の自己開示とリカバリー

ビジュアル・ナラティヴとは、やまだ（2018）

・視覚イメージとことばによって語ること

・多様な生きたイメージとなり、新たなもの語り

を生みやすくなる

・関係性も変革する。人と人が並んで共に

おなじものを見る関係

共同注意をもたらす三項関係 3



テキストマイニングを統合失調症の語りの研究に活用

闘病記・手記・当事者研究をテキストマイニング

テキストマイニングに期待できること

↓

• 対象としたテキスト（鉱山）からマイニング（発掘）を
行い鉱石を見つけだす（小平・いとう・大高，2010）

• 大量の文字データにおける頻度や関係から新たな
事実をあぶり出す（いとう，2013）

• 「みんなの気持ち」の可視化（谷山ら，2013）

↓

当事者視点でのリカバリーを明らかにできる可能性4



メンタルヘルスマガジン『こころの元気＋』を研究する。

＜研究１＞

・研究1-1

「私モデルになっちゃいました!」

100記事の分析

・研究1-2

表紙モデルの動機と理由の分析

＜研究２＞

「家族のストーリー」34記事の分析

＜研究３＞

「べてるの家の当事者研究」

120記事の自己病名の分析
5



研究1-1「私モデルになっちゃいました!」100記事の分析

• 笠井（2015）

「リカバリーのプロセスを歩んだ体験者の語り（ナラ

ティブ）から学ぶことが必要」

• 『こころの元気+』

当事者が表紙モデルになり、その経緯を記した記

事も掲載され、リカバリーの語りの共有を可能にし

ている。
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目的

• 「私モデルになっちゃいました！」の
記事のテキストを分析する。

• リカバリーをしている人

の語りの表現の特徴を

明らかにする。
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方法
• 2007年3月号（通巻1号）から、

2015年7月号（通巻101号）までの

「私モデルになっちゃいました！」

100記事の全文をテキストマイニン

グ分析した。

・単語の出現回数の多い表現を集計

した。

• 【倫理的配慮】本研究の分析対象は一般に
出版・公開されている雑誌であり、著作権に
配慮し著者の表現や言葉などを改変せず、
引用部分を明示し、出典を明記した。

• 本発表においてメンタルヘルスマガジン『ここ
ろの元気＋』の表紙や記事は、NPO法人コン
ボのホームページおよび雑誌本体より引用
しました

8



結果
• 出現頻度の多かった形容詞上位３単語

「よい」（74）

「楽しい」（54）

「うれしい」（33）

• 記事の中で、

「統合失調症」（44）

「精神分裂病」（1）

の記述が確認できた
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結果どのように記述されたか（原文参照）

• 「よい」「楽しい」「うれしい」
• 病気をもって今はよかったと思うからです。（菅原俊光さん）

• 私が統合失調症と言われたのは、二〇代前半でした。何回も人退院をくり返しま
したが、今は毎日楽しくデイケアに通っています。（藤崎伸一さん）

• 夢は、自分が体験したつらさを、苦しんでる人のお役にたてられたらうれしいです
（沼田大市さん）

• 「統合失調症」
• 私は、統合失調症です。看護師として、大学病院に正職員で勤務していた時期も
ありますが…（伊藤克子さん）

• 私たちは、統合失調症です。（小林竜也さん・宗田千麗さん）

• ボクの父ちゃんと母ちゃんは、統合失調症という病気なんだって。（中田孝博・幸さ
ん・心くん）

• 統合失調症ですが、５年位前から注射のおかげで薬もずいぶん減り、症状も幻聴
がなければ病気でないのかと思うくらいよくなりました。（佐々木長英・池田智香さ
ん） 10



考察
• モデルになった経過や理由、撮影中のワクワクした気持ち
これまでの人生の振り返りなどが述べられていた。

• 病いと共に生きる経験をポジティブに捉え、その経験を人
々と共有したい思いから、社会に発信している。

• 多様な回復のあり方が病名や素顔の開示と共に記述され
ている。
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研究1-2 表紙モデルの動機と理由の分析

• 病名や自分の素顔の開示は勇気のいる
ことだが、

• 当事者が表紙のモデルで、その経緯を
記したページも掲載されている。

• モデルになる動機や理由と本人のリカ
バリーが密接に関連することが読み取
れる。
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目的

・当事者がモデルになる動機と理由を分析し、
リカバリーしている人の語りの特徴を明らかに
する。
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方法
●分析対象

『こころの元気＋』
2007年3月号（通巻1号）～2015年7月号（通巻101号）

毎号掲載「私モデルになっちゃいました！」100記事

中、28記事からモデルになった当事者の動機や理由

の明確な記述部分を抽出

●分析方法

• 意味の類似性に沿ってカテゴリー化を行い質的に分
析した。

• 共同研究者間で検討を重ねて分析結果の厳密性を高
めた。 14
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結果

• 28記事（男性:11,女性:16,男性+女性:1,統合失調症の記述有:12）から30の記
述が得られ、10のサブカテゴリーで構成され、さらに2
のカテゴリーに集約された。（表参照）

＜人のためになりたい＞
『勇気・希望を持って前向きに生きてほしい思いを伝えたい』
『自分が関わっている当事者活動について知ってもらいたい』

＜自分を知ってもらいたい＞
『自分の笑顔を見てもらいたい』
『学んでチャレンジして参加すること』
『回復した姿を見てもらいたい』
『新しい自分になる』
『感謝の気持ちを伝えたい』
『あこがれと夢を実現する』
『誇りと自信』
『生きた証し』
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人のためになりたい 自分を知ってもらいたい

人に伝えたい自分がある

小林竜也さん
宗田千麗さん
2011年4月号

小熊俊雄さん
2011年11月号

清水香奈さん
2013年1月号

山崎治子さん
2012年9月号

伊澤吉弘さん
2013年10月号

小野弘美さん
2015年5月号



考察
・向谷地生良（2015）「自分の言葉で語ることができた時に

回復がはじま」るとしたことに通じる。

・笠井（2015）「本人と支援者が理解を共有するプロセス」に

は何が必要であるか示唆される

・言葉で語る行為を通して社会に発信することは、当事者・支援者の境
界を越え、社会が多様なリカバリーを理解し共有することを可能に。

『こころの元気＋』が、このような場やきっかけを作ることで、当事者と

社会とを結びつける。

⇒新たなもの語りを生む 関係性を変革（ビジュアル・ナラティヴ）
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考察

• 小平・いとう（2017）

語りを 公開（Uncovery）

対処法を 発見（Discovery）

回復（Recovery）

は、関連が深い

⇒「UDRサイクル」
と命名
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研究２ 「家族のストーリー」34記事の分析

• 統合失調症の母親を語ること

夏苅（2015）

「『語ること』は、私の生物学的なバックグラウンド

を受容させ、その上で強く生きる道程を作ってくれ

た」

糸川（2016）

「母親の体験を『語ってよいこと』として保証される

こと。安心して受け止めてもらえる仲間がいること」
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目的
• 公開された精神障害をもつ人の家族の語りを分析
し、UDRサイクルがどのように生じているかを明ら
かにする。
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方法

• 『こころの元気＋』
• 2014年3月号（通巻85号）
～2017年3月号（通巻121

号）＊通巻117号は記事掲載が無し

• 「家族のストーリー」

34記事の全文を分析

＊「家族のストーリー」について

（第1回目･新連載の記事より引用）

精神疾患をもつ人にとって、家族の関わり方
や気持ちのあり方はとても大切なことです。
今月から始まるこのコーナーでは、家族の皆
さんの体験をお伝えします。

22



方法
• 量的分析

テキストマイニング

34記事全体に見られる話題の

特徴を把握した。その後に、

• 質的分析

今回、注目した単語である「家

族会」の記述内容を繰り返し読

み、意味の類似性に沿ってカテ

ゴリー化した。

【倫理的配慮】本研究の分析対象は一般に出
版・公開されている雑誌であり、著作権に配慮
し著者の表現や言葉などを改変せず、引用部
分を明示し、出典を明記した。
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結果 34記事の概要
• 33家族が執筆（1家族が前後篇2記事を執筆）

・著者の立場（1家族が2つの立場をもつ記事あり）

母親（21）父親（4） ＝親の立場（25）

妻（2）夫（2）

姉（1）兄（１）妹（1）弟（1）

娘（1）

• 22家族に「統合失調症」の記載あり

• 15家族に「家族会」の記述あり＊質的分析の対象記事（表参照）

・母親（13）父親（2）により、子ども（娘8，息子6，子1）

に関する内容の記述であった

・8家族（娘5，息子3）は「統合失調症」の記載あり 24



結果
• 出現頻度の高かった単語

「娘」（101）「家族」（56）「自分」（51）「病気」（48）「思う」（41）

「息子」（37）「元気」（30）「言う」（28）「病院」（28）

「家族会」（27）「人」（27）「統合失調症」（26）「入院」（26）

・原文参照
・倉澤政江さん（2014年6月号）

「新しい家族との出会い、経験が共有される喜び、私も誰かの役に立っていると

いう思いはモヤモヤした心を元気にしてくれました」

・岡田久実子さん（2015年10月号）

「私の心をほっこりさせてくれたのは、我が子のはげしい病状体験を堂々と話す先

輩家族たちの笑顔でした」

・松永マサ子さん（2016年8月号）

「家族会に出会い、私が元気になりました。その頃から少しずつ娘も落ち着き始め

…何よりも安心感をもらいました」 25



結果質的分析対象の15家族（表）
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図1.家族会におけるUDR-Peerサイクル

公開 Uncovery
〈自己開示する〉
・「世界が広がる」
・「家族会に夫婦で入会する」
・「家族会の運営に関わる」

仲間 Peer
〈仲間の支えを得る〉
・「仲間ができる」
・「一人ではない」

回復 Recovery
〈家族が回復する〉
・「安心感をもらう」
・「元気をもらう」
・「私が人生を楽しむ」

発見 Discovery
〈学んで力をつけ、腹をくくる〉
・「病気の知識を得て対応を学ぶ」
・「多くのことを学ぶ」
・「力をつける」 ・「腹をくくる」



考察家族会におけるUDR‐Peerサイクル

• 『こころの元気＋』「家族のストーリー」の、

語りはU（公開）であり、

家族会との出会いがD（発見）につながり、

家族のR（回復）が生じる。

• 蔭山他（2015）や横山（2017）は家族会の活動を通して自分の体験

が他の家族メンバーに役立つ喜びや活動を通しての成長を指摘し
た。本研究でも「私も誰かの役に立っている」思いを確認した。

• 「家族会」は「ピア」との出会いであり、この体験によるD（発見）とR
（回復）がU（公開）につながったといえる。家族会の場でのピアとの
交流は、互いにリカバリー（R）を支え、洞察（D）を促し、読者と共有
（U）することでのUDRサイクルが生じていると考察した。
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研究３ 「べてるの家の当事者研究」120記事の自己病名の分析

• 当事者研究は2002年、浦河べてるの家によって始

められた精神障害をもつ人々を中心とした当事者
の当事者による当事者のための研究。日本全国と
海外にまで広がる。べてるまつり名物「幻覚＆妄想
大会」。「当事者研究の研究」もある。
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浦河の町・海・空・牧場



べてるまつり会場





自己病名とは

「自分たちで

一番実感できる

自己流の病名」

（伊藤知之，2007）

伊藤知之さん（表紙）

自己病名：

統合失調症全力疾走依存あわてる誤作動タイプ
34



• 「自己病名をつけて、そ
れを誰かに説明できる
ということは、回復（リカ
バリー）における大切な
要素」（べてるしあわせ
研究所･向谷地，2011）

• 自己病名と研究テーマ
の表現の特徴を明らか
にすれば、当事者視点
からのリカバリーに示
唆が得られると考える。

35



方法

• 『こころの元気＋』

「べてるの家の当事者研究」
120回連載の記事＊現在133考、浦河町以外の当事者も執筆

2007年5月号（第1考）～2017年4月号（第120考）

「自己病名」「研究テーマ」を抽出した

• 倫理的配慮：分析対象の雑誌は一般に出版・公開されており、著作権に配慮し、著者の表
現や言葉など改変せず、引用部分を明示し、出典を明記した。 36



方法

• テキストマイニング分析

• 「研究テーマ」

単語頻度分析

原文参照

• 「自己病名」

単語頻度分析

原文参照

• 自己病名については、その説明の記述内容
に沿ってカテゴリー化を行った
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結果

120記事に出現した自己病名＝136個

自己病名に医学的診断名「統合失調症」の表記を

含むものに焦点を当てた（単語頻度の出現頻度は1位）

⇒ 52記事より57個の自己病名を抽出した

（1記事を複数名で執筆した当事者研究がある）

52記事の出版年※分析対象の期間で（）内は記事数を表す

2007年（6） 2008年（9） 2009年（7）

2010年（9） 2011年（5） 2012年（7）

2013年（4） 2014年（2） 2015年（3）

2016年（0） 2017年（0）※2017年4月号120考まで
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結果研究テーマ
・出現頻度の多かった上位10単語

研究（118）付き合う（15）苦労（13）メカニズム（6）幻聴さん（6）

当事者研究（6）脱却（5）仲間（5）助ける（4）爆発（4）

・研究テーマの例

阿部智穂 幻聴さん依存からの脱却の研究

伊藤知之 全力疾走依存の研究

亀井英俊 緊張さんとのつきあい方の研究

沼尾美代子 男性依存と爆発からの脱却の研究

森 亮之 被害妄想爆発からの脱却の研究

千高のぞみ ドラマチック幻聴さんとのつきあい方の研究

松原朝美 自分の運転の仕方の研究

浅野智彦 息子関白の研究

本田幹夫 雰囲気の読み違い誤作動の研究

山根耕平 昔の苦労のよみがえり現象の研究

池松靖博 緊張爆発＆罵声いじめ現象の研究
39



結果自己病名

出現頻度の多かった上位10単語

統合失調症（57）

タイプ（29）

症候群（7）

コントロール障害（6）

お客さん（5） 淋しい（5）

依存タイプ（4）幻聴さん（4） 慌てる（4） 人（4）

40
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結果自己病名の４カテゴリー
• 「統合失調症」の表記を含む自己病名57個

• 記述内容に沿ってカテゴリー化

4カテゴリーに集約（表）※（）内は自己病名の個数で合計57個

「症状とのつきあい」（28）

「自分とのつきあい」（15）

「人とのつきあい」（13）

「仕事とのつきあい」（1）

↓

しょう（症）じ（自）ひと（人）し（仕）とのつきあい42



考察自己病名の構造
自己病名≒診断名＋弱さの情報公開
• 自己病名の組み立て方について

• 医学的診断名の統合失調症の後に、

「～型」「～タイプ」が付けられる特徴がある

自己病名の意味内容から読み取ってみると、

「～型」 ⇒原因「～なので」（診断名）

「～タイプ」 ⇒結果「こうなっている」

（＝生活上の困ったこと＝「弱さの情報公開」）

＊自己病名は、

「弱さの情報公開」（Uncovery）による発見 (Discovery)、

経験を仲間（Peer）と分かちあう「自分自身で、ともに」

という回復（Recovery）「それで順調！」のあり方 43



考察自己病名をつけることの意味
・リカバリー（Slade, 2013/ 2017）

2つの意味

「病気からのリカバリー」「人としてのリカバリー」

・frame,framing

経験を枠で囲う

自分なりにその経験を理解し名前をつける

その経験は自分の一部その人全てではない

・自己病名をつけて症状のメカニズムを解明し、

症状をコントロール可能なものにしていく

・野村（2017）「経験専門家」の視点が重要

・人それぞれのリカバリー 44



総合考察 UDR‐Peerサイクル
• 3つの研究の分析対象は計254記事

• 小平・いとう（2017）

語り 公開（Uncovery）

対処法 発見（Discovery）

回復（Recovery）

は、関連が深い「UDRサイクル」

• 小平・いとう（2018）

仲間（Peer：読者）

とリカバリーのプロセスを楽しみ

ながら「人としてのリカバリー」

（Slade，2013/2017）を支え合う

「UDR-Peerサイクル」 45



総合考察 ビジュアル・ナラティヴの視点から
• 『こころの元気＋』表紙モデルの仕組み

⇒当事者と丹羽さんが一緒に画面を見て語り合いながら

写真を選ぶ＝読者（仲間Ｐｅｅｒ）と共に見る

⇒本人の魅力を引き出し、健康な面に焦点

⇒「人のためになりたい」 「人に伝えたい自分がある」

⇒リカバリーの物語（多様な「モデル」を共有）

↓

ビジュアル・ナラティヴ（やまだ，2018）

・視覚イメージとことばによって語る

・並んで共におなじものを見る関係

・語りの共同生成がしやすくなる

・三項関係
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●小平朋江・いとうたけひこ

6/23（土）～6/24（日）東京都清瀬市

日本精神保健看護学会

べてるの家の当事者研究における

アンカバリー（公開）・ディスカバリー（発見）

・リカバリー（回復）

：研究目的に焦点を当てたテキストマイニング

＊6/23（土）11:50～12:50ポスター発表します
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ありがとうございました
• 本研究はJSPS科研費15K11827の助成を受けた。
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